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2024年は、能登半島地震によって年が明けたと
いっても過言ではありません。被災した方々、そして
不幸にも亡くなられた方がたには、深く哀切の意を
表します。本稿では、災害を契機に「手指衛生が
突然できなくなること」を回避するために、生活用水
を確保することの重要性を解説したいと思います。

多くの国では、水道は生活用水の供給源（日
本では中水道に該当）でしかなく、飲料水はミネ
ラルウォーターに依存していますから、どの家庭にもメ
ガサイズのミネラルウォーターのボトルが常備（備
蓄）されています。翻ってわが国では、水道水がそ
のまま飲用できる世界的に非常に稀な生活環境
ですので、上水道が断水になると、生活用水と飲
料水使用できないダメージが同時に襲ってきます。
飲料水などの備蓄も少なく、飲用を優先するため
に、生活用水が一番初めに犠牲になりやすい特徴
がそろっています。
日常的手指衛生は生活用水レベルで十分目的

が果たせます。生活用水の代替は、比較的新しい
雨水、きれいな河川の水、湧き水や井戸水などの
環境水でも代用可能です。はじめに環境水をきれ
いな布で濾した後に一回沸騰させれば、比較的安
心して利用できます。金属のたらいなどで大量に湯
を沸かし、きれいな大型のポリバケツに入れ、プール
用の次亜塩素酸カルシウム（ナトリウムではない）
を入れておけば、数日間の備蓄もできます。

しかしながら、口や創部に入る可能性がある時に
は、浄化した環境水を使用した後に、アルコールで
消毒（手指衛生ならば、擦式アルコール性手指
消毒薬、創部には消毒用アルコール）すればよい
のです。ただし医薬品のアルコールには使用期限が
ありますので、備蓄する場合には期限管理も必要
です。

発災直後から数日間は、外傷を負った人が大量
に発生します。手当をするにも創部の洗浄が必要
ですし、衛生的な手指による処置も重要ですので、
浄化した環境水を比較的安全に利用しながら、
要所にアルコール消毒を用いることで、比較的安
全に避難所の生活を維持することができるようにな
ります。
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この度、第39回日本環境感染学会総会・学術
集会におきまして、ハンドハイジーン研究会の活
動をご紹介するミニレクチャーを実施致します。
研究会のアドバイザーの先生方から、研究会の
活動やその成果の紹介がございます。
ぜひお立ち寄りください。
※現時点で、時間は未定です。

問い合わせはハンドハイジーン事務局へお願い
致します。

2024年７月26日（金）時間調整中日時

ハンドハイジーン研究会ってどんな会?

アドバイザーによるミニレクチャーのお誘い

2024年７月27日（土）時間調整中

国立京都国際会館 1階 ホスピタリティールームRoom104会場

ハンドハイジーン研究会 2024年度スケジュール


